
ケンチャルマMEM規約 2019/2/2 改定

1 目的
･ 本規約は､有限会社ブリーズ(以下「ブリーズ」)が､ブリーズ利用顧客に対し､

ケンチャルマMEM規約(以下「本規約」)に基づき
「ケンチャルマくらぶ」(以下「KRC」)にメンバー(以下「MEM」)として
入会及び関連するサービスを提供するにあたり､その諸条件を定める。

･ ブリーズは､KRCの利用条件･有効性･有効期間･他諸条件､MEMの疑義の最終決定をする
･ 本規約に規定無い事項は､別途ブリーズの定めるルール･規約等を適用
･ MEMは本規約を全て確認､了承の上､これに従う。疑義のある時は､ブリーズに申出る

2 ケンチャルマくらぶの定義
･ KRCは､ブリーズを利用した全顧客が､メンバーに成る事が出来る会員制システムである

3 MEMの受けられるサービス
・ブリーズ利用時に､ブリーズ発行のケンチャポイントの取得･利用等の

サービスの提供を受ける事が出来る
ケンチャポイント利用規約 http://divingbase.com/policy/pointpolicy.pdf

4 入会の資格･手続
･ ブリーズ利用がある個人
･ 氏名･住所･連絡先(電話番号･メールアドレス)･生年月日の登録をする
･ 登録は1人1回
･ 入会金･年会費等無

5 MEMのランク
MEMは､別途ブリーズの定めるルールの基づいて､ランク付けられる

6 MEM情報の変更
MEMが次の時､通知なく退会となる
･ MEM本人による申出
･ MEM本人の死亡
･ ブリーズの最終利用年から10年経過

7 資格の喪失
MEMが次の時､通知なくMEM資格を取り消す
･ 顧客情報に虚偽の申告をした
･ 住所､電話番号等の連絡先が不明となった
･ ブリーズ利用代金等の未払い･遅延
･ ブリーズが定める本規約･他約款･規則･規約等へ違反行為
･ ブリーズの名誉を著しく傷つけ､秩序を乱した
･ 反社会的勢力(暴力団員､暴力団構成員､暴力団準構成員､総会屋､

社会運動等標榜ゴロ､政治活動標榜ゴロ､特殊知能暴力団等)である､密接関係にある



･ 暴行･傷害･強要･脅迫･恐喝･詐欺行為､それに類する行為がある
･ 法令違反行為･他不正行為､KRCが相当と判断

8 免責
次の時､通知なくMEMが受ける事のできるサービスの提供を中止する
その為生じた損害は､ブリーズは一切責任を負わない
･ 暴行､傷害､強要､脅迫､恐喝､詐欺等これらに類する行為がある
･ MEMの登録情報に変更があり､ブリーズへ申出がない
･ 天災地変､通信回線障害等の不可抗力およびKRCが必要と判断

9 個人情報の取扱
ブリーズは､利用目的を明示し､目的達成に必要な範囲でMEMの個人情報を取得する

利用目的　範囲
･ ブリーズ利用に関する契約の履行､契約後の管理､問合せ対応等
･ ブリーズ利用状況の把握
･ ハガキ等でブリーズ活動の通知。不要時は､ブリーズへ申出る
･ 本規約の変更等､重要な事項に関する通知
･ 法令に基づく権利の行使､義務の履行
･ その他個人情報取得時に明示した利用目的
･ 利用目的の範囲外の時は､MEM本人の同意を得る

第三者への開示･提供
次の時、ブリーズは取得した個人情報を第三者に提供･開示する
･ 法令が定める時
･ 事前にMEM本人の同意を得た時
･ 利用目的達成の為に､第三者に委託が必要な時

個人情報は､委託先間と秘密保持に関する契約を締結､適切な管理指導･監督をする

管理
･ ブリーズは､個人情報の適切な管理を行う
･ 個人情報への不正アクセス･紛失･破壊･改ざん･漏洩等を防止する為に

合理的な技術的施策等の適切な安全対策を講じ､継続的な是正･改善に取組む
･ 利用目的達成に必要な範囲内で､正確かつ最新の内容に保つように努める
･ 取扱い従事者に対し適切な監督をする

利用目的の通知･開示･訂正･削除･利用停止
・ブリーズが取得した個人情報に関し､MEM本人から､

利用目的の通知･開示･訂正･削除･利用停止等(以下「開示等」)の請求がある時､
本人の意思を尊重し､請求者がMEM本人である事を確認した上で､
合理的な期間､法令等に定められた範囲内で対応する

次の時､開示をしない
･ 法令違反



･ 第三者の生命･身体･財産等を害する恐れがある
･ ブリーズの業務の適正な実施に著しい支障を及ぼす恐れがある
･ 該当する個人情報が存在しない
･ 請求者本人の確認ができない
･ 請求者が所定の手数料を支払わない

開示等の請求方法
･ 本人確認書類と事務手数料(\5,000)を同封し､ブリーズ(改住所)へ書留郵送
･ 他方法での請求(直接来店の時も含む)には応じない

10 KRCの変更･終了
ブリーズは､通知なく本規約等､本サービスの内容･条件の変更･終了を行う

又、その為生じた損害は､ブリーズは一切責任を負わない

11 本規約の改定等
ブリーズは､本規約を任意にいつでも変更･追加､条件等を条件等を定める事が出来る

その効力は公式HPに掲載した時に生じる

12 準拠法､合意管轄
本規約は日本法に基づき解釈される

本規約に関し訴訟の必要が生じた時には､
八丈島簡易裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とする

運営､問合せ住所
有限会社　ブリーズ
〒100-1401 東京都八丈島八丈町大賀郷2403-4
080-5000-6611

以上


